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No 質問内容 回答 補足説明

1
回答範囲（バウンダリー）はどうす
ればいいのか？

各社のご判断にお任せします。ただ、情報の利用者が広がって
くるなか、各社の開示に関する基本方針が重要になってくると
思われます。

株式投資などでは連結での開示がよいかも
しれませんが、就職先選びなどでは個別企
業の情報が求められます。必ずしも連結で
の開示がよいとは言えないようです。

2
持ち株会社で子会社が多く回答
が難しい。

主要子会社ごとにご回答いただくことも可能です。その場合、
基本的に財務評価は持ち株会社とします。複数子会社の情報
をあわせてご回答される場合は、情報をご覧になる方が持ち株
会社としての御社をもっとも理解できるとお考えの開示をしてい
ただければと思います。

環境やガバナンスはグローバル＋連結方向
に開示が進んでいますが、雇用関連は国内
情報に対するニーズが多いです。環境やガ
バナンス情報とメインの利用者も異なり雇用
関連は国内での情報が中心の調査項目と
なっています。この傾向はしばらく変わらな
いと予想しています。

3
評価には使ってほしいが、『CSR
企業総覧』等での掲載はしてほし
くない。

CSR情報は開示することが大切と考え、『CSR企業総覧』掲載
情報のみで評価を行っています。一部項目の掲載を希望され
ない場合はデータを削除します。

4
説明会では、昨年と同じ説明は
外してほしい。

各社のご回答者の異動も多く、基本的な説明は必要と考えて
います。

5
調査体制はどのようになっている
のか？

調査を行っている「CSRデータ開発チーム」は6月下旬～10月中
旬までの期間限定チームです。この時期は合計で30名ほどの
体制ですが、それ以外の時期は各自他の仕事を行っているた
め、担当は社員1名とアシスタントの2名となっています。

「東洋経済CSRプロジェクトチーム」と記載し
ている場合は、基本的に2名です。

6
説明会を基本編と応用編の2回に
分けてほしい。

現在の体制ではこれ以上の説明会の開催は難しいです。

7 ランキング発表を早めてほしい。
年内は他の作業があり発表は難しいです。『週刊東洋経済』編
集部には2月中旬ころまでの掲載を毎年依頼していますが、そ
の年の状況により変わります。

8
東洋経済オンラインでの700位ま
での発表を『週刊東洋経済』と同
時に発表してほしい。

『週刊東洋経済』での発表をできるだけご覧いただきたいと考え
ていますので東洋経済オンラインでの発表はしばらく後とさせ
ていただいています。

9
CSR企業ランキング報告書に自
社の傾向分析なども含めてほし
い。

現状の体制ではこうした情報作成は難しいです。
将来的にAIの活用などで定型的なものは可
能かもしれません。

10
電子ファイルの調査票でPDF以
外にExcelファイルやWordファイル
も選べるようにしてほしい。

現状の作成の流れではExcelなどは一から作成することにな
り、対応は難しいです。

Webでの調査は将来的には考えていきま
す。

11
質問をグローバルイニシアチブに
あったものに変えてほしい。

完全にグローバルにあわせることは現在の一般的な日本企業
のCSRの取り組み状況から難しいと考えています。一部の大企
業とそれ以外の企業のCSR活動の対応可能な範囲は大きく異
なり、グローバル基準に準拠した調査票は必ずしも日本企業全
体のCSRを見るためによいことではないように思います。ただ
し、グローバル化が進む現在、こうした基準が重要なことも事
実です。そのため、海外の動きを注視しながら日本企業にあっ
た質問項目を考えることが大切だと考えています。

徐々に変化が起き、最終的にグローバルに
収斂していくのが理想と考えています。

12 公開情報を使ってほしい。

将来的には使いたいと考えています。ただし、財務情報のよう
に使いやすい形になっていないため、各社の開示情報から
データを収集するのはかなりの手間がかかり現在の体制では
厳しいです。しばらくはアンケート調査が中心になりそうです。
一方、現状の各社の公開情報は量として十分でないとも考えて
います。さらなる公開情報のレベルアップを期待したいです。今
年から一部の未回答企業を公開情報を使って掲載・評価する
予定ですが、この場合の評価はかなり低くなると思われます。

13
CSR報告書等で足りない情報は
何か？

CSR報告書等で足りないのは数値情報（主に雇用関連）だと思
います。たとえば、新卒・従業員の離職者数や内部通報件数な
どを多くの企業が開示するようになれば、アンケートを行う必要
はなくなってくるのかもしれません。

14
CDP等と同じレベルの開示をして
ほしい

体制等がまったく異なるので、かなり難しいですが一歩でも近
づけるように頑張ります。

15 ランキングを上げるコツは？
まずは可能な範囲でご回答いただくことです。続いて、各内容
のレベルアップを図ることです。回答できると思われるのにして
いないケースも多いです。

説明会でもご説明します。

16
評価得点の式を他も公開してほ
しい。

説明会で一部項目を説明していますが、他もほぼ同じような評
価になっています。現時点はこれ以上の公開は予定していませ
ん。

17
新しく入れた調査項目を評価に使
うのか事前に教えてほしい。

基本的に調査項目のすべてが評価項目の候補となります。回
答率が著しく低い場合は入れないようにしていますが、重要度
が高いと考えた新規項目は回答社数が少なくても入れることが
あります。

18
CSR担当部署は兼任の方が評価
が高くなるのか？

全体的に「兼任」が増えていることは間違いなさそうです。担当
者が置けないために兼任になっているケースも多いですが、あ
えて兼任にして経営全体にCSR的な要素を取り込もうとしてい
るように見える企業もあります。ただし、巨大企業では担当を分
けた方が効率的な場合もあり、またランキング上位企業では
「専任」の方が圧倒的に多いため、現状は「専任」の方が若干
評価が高くなっています。

※今後、内容を追加していき、カテゴリー別にしてWebで公開します

これまでにあった主な質問とその回答など（質問回答一覧）


	Sheet1

